
会員誕生日

３月１４日 遠藤 光一

結婚記念日

３月１３日 平井 誠治

３月１５日 西谷 恭治

焔 昨日第９回定例理事会を開催し、２月末の
会計収支報告、３～５月のプログラムを承認
しました。また、今回皆様には残念な知らせ
がございます。平間会員が転勤により、３月
１８日をもってクラブを退会する事になりまし
た。それにより職業奉仕副委員長の清水会員
を職業奉仕委員長に昇格し、理事とする事を
理事会にて決定しました。

１）次年度ガバナーエレクト事務所より２００９～
２０１０年度地区協議会開催に案内が届いており
ます。対馬会長エレクトにお渡しします。
２）ガバナー月信３月号を受領、本日配付しま

した。
３）ロータリーの友３月号を受領、本日配付し
ました。
４）深川ＲＣ、芦別ＲＣ、砂川ＲＣ、妹背牛Ｒ
Ｃより３月例会の案内を受領しました。
５）萌っこ春待里実行委員会より礼状が届いて
おります。

会報受領先
・・深川ＲＣ №２４３５号～№２４３８号
・・芦別ＲＣ №２４８４号～№２４８７号
・・妹背牛ＲＣ №２０２８号

ゲスト
留萌市健康福祉部 部長 岩崎 智樹様
留萌市保健医療課

保健医療係長 高橋 一浩様

Ｎｏ．２３６５

第３３回 ３月１１日

会長報会長報告告・・・・・・・・・・・・・・

幹事報幹事報告告・・・・・・・・・・・・・・

会員総数………………４３名
出免会員………………４名
出免出席………………２名
出席会員………………３２名
出席率……………７８．０５％

第３０回 ２月１８日

出席会員………………４３名
メイクアップ…………０名
修正出席率…………１００％
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卓話「裁判所ってこんなところです…」

旭川地方・家庭裁判所留萌支部 書記官 岩佐 真美様

煙次週予定

会員研修夜間例会／平間達也会員送別会



国際ロータリー第２５１０地区
第１グループガバナー補佐 大西 道族様

ビジター
国際ロータリー第２５１０地区第１グループ

ガバナー補佐室長 大西 族太様
深川ロータリークラブ会長 渋谷 賢治様
ＩＭ・深川ＲＣ５０周年大会幹事 中 公一郎様

次年度ガバナー補佐 田中会員
２月２８日～３月１日砂川市において次年度の
地区研修セミナーがあり参加して参りました。
チームリーダー、会長エレクト、財団米山のセ
ミナーがあり、対馬会長エレクト、大嶋国際奉
仕委員長さんと一緒に参加でした。留萌クラブ
関係では平成２２年４月２日にスェーデンよりＧ
ＳＥメンバー５名（内１名ロータリアン）が参
ります。４月２日の金曜日ですが到着時間に
よっては、千歳もしくは札幌のホテルにて土曜
日にオリエンテーションがございます。詳しい
日程は今年の１０月にならないとわかりません。
日曜日は基本的に休養日ですので、月曜日の移
動になると思いますが、今回は第１、第２グ
ループ合同受け入れとなります。留萌クラブと
滝川クラブです。プログラムについては地区の
委員会ですべて取り仕切りますので、今の段階
ではわかりません。今回地区大会に合致しませ
んので、第１第２グループのＩＭと第５グルー
プのＩＭに是非参加させてほしいとの地区ＧＳ
Ｅ委員会の希望がありました。留萌クラブがし
なければならないのは、コーディネーターの選
出とホームステイの決定です。コーディネー
ターは西谷英樹会員が快く引き受けて頂きまし
た。またホームステイは対馬会長エレクト、二
ノ宮副会長、そして私と３名は決定しておりま
すが、あと１名必要です。ロータリアンは光風
館さんにお願いしますので、だれか引き受けて
いただければと思っております。これにつきま
しては男女、職業もまだ分かりませんので、案
内が着た段階で皆様にお知らせしたいと思いま

す。ＩＭは第５グループの札幌清田ＲＣのガバ
ナー補佐さんが、５月１日にＧＳＥのメンバー
が日本から帰国しますので、その前の４月２９日
あたりという事ですので、第１グループは４月
１１日頃の予定となります。昔のＧＳＥの時の予
算は５０万円位でしたが、今回は地区からの予算
は８万円で滝川と折半ですので、かなり厳しく
しなければなりません。登録料は従来通りで、
食べものを弁当と缶ビール位にしようと思って
おります。皆様のご理解とご協力をお願いしま
す。

会員研修委員会 清水委員
「ＣＬＰの経緯」
現在、世界のＲＣでは会員数が２０名以下のク
ラブが約２０％に達しています。会員数が少ない
ことから、クラブの活動が停滞し苦慮している
クラブも数多く出てきました。
日本でも平均的なクラブ会員数は４０名程度で
すが、それでも従来の「推奨ロータリー・クラ
ブ細則」をそのまま適用すると、１会員が複数
の委員会を掛け持ちして所属することになりま
す。このため、効果的に委員会活動が低調にな
るとして、委員会構成を見直す必要が出てきま
した。
こうした状況を改革する為に、２０００年９月に
ＲＩリーダーシップ開発研修委員会で検討する
ことになり、これは現在のクラブ常任委員会組
織では小さなクラブほど重荷となっているとの
事からであります。そこで新しいクラブ組織の
骨格として常任委員会は５つだけという簡素化
された委員会組織を提案しました。
２００２年２月、ＲＩ理事会では原則としてＣＬ
Ｐを承認し、クラブでテストされることを要請
しました。２００４年１１月、ＲＩ理事会はＣＬＰを
承認し、１８委員会から５委員会に抑える事にな
りました。これによって、小さなクラブでも５
つの常任委員会を設置すれば、クラブ運営は可
能になりました。なお、クラブは細則の改正と
それに伴うプランの実施を推奨されていますが、
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義務付けられているわけではありません。

・・深川ＲＣより大西ガバナー補佐、渋谷会長、
大西ガバナー補佐室長、中５０周年・ＩＭ実行
幹事さんのご訪問を歓迎します 齋藤会長
・・クラブ訪問します 大西ガバナー補佐
・・留萌ＲＣの皆様今後共よろしく

渋谷深川ＲＣ会長
・・２月２８日～３月１日まで会長エレクト研修セ
ミナーに出席してきました 対馬エレクト
・・いちばんかん長い間ご利用ありがとうござい
ました 関野会員

前 回 ５２０，５００円
今 回 ２４，０００円
累 計 ５４４，５００円

コホートピア構想について

留萌市保健福祉部

部長 岩崎 智樹様
本日は留萌ロータリークラブの例会にお呼び
戴きありがとうございます。本来であれば札幌
医大の小海先生が皆様の前で卓話をする予定で
したが急な会議が入り、ピンチヒッターで私が
お話をする事になりました。ただ私も１時より
緊急部長会議が入りましたので、少し忙しない
ですがお話をさせていただきます。
コホートピアとは、コホート（前向きな医学
研究）とユウトピア（理想郷）を組み合わせた
新語でございます。これは医学研究を留萌の地
に誘致することで、理想的な医療環境を構築し
ようとする試みとなっています。
我が国の平均寿命は生活環境の改善と医学の
進歩によって急速に延伸し、世界有数の長寿国
となりました。しかし、人口の急速な高齢化と
共に生活習慣病及びこれらに起因する認知症、
寝たきり等の要介護状態になる比率の増加は深
刻な社会問題となっております。国もこの様な
高齢化及び疾病構造の変化に対応するべく、す

べての国民が健やかで心豊かな生活が出来るよ
うな社会を目指して、これまでの発病・治療・
機能維持等の取り組みから、生活習慣を改善し
て健康を増進し、生活習慣病を予防する事に重
点を置いた対策を推進し、壮年期死亡の減少お
よび健康で自立して暮らす事の出来る期間を延
伸することが重要としています。しかしながら、
地方都市の医療は医師・看護師不足、診療報酬
のマイナス改訂等により厳しい状況が続いてお
ります。特に留萌地域の医療の根幹となる留萌
市立病院も皆様ご存じの通り経営が逼迫し、多
額の不良債務を抱え市の財政再建にも大きな影
響を及ぼしており、留萌地域の医療は崩壊の危
機にさらされております。この様な状況の中で
何とか医療危機という課題を軽減する事が出来
ないかという事で、臨床医学研究という新たな
試みの中で、道内医育大学の研究者により「留
萌コホートピア構想」が提唱された訳でありま
す。留萌市を中心とする留萌管内の地域住民の
協力を得て、健診活動の推進により集団を長期
にわたり観察・介入研究する日本最大のコホー
ト医学研究フィールドを樹立し、市民に健康と
安心を提供しながら医師、大学、企業に対する
情報発信により魅力ある研究を誘致し、地元産
業の育成・創出に繋げ、地域の活性化を図ろう
とする取り組みが検討され始めたところであり
ます。
そもそもこの話は、昨年の春先に３つの大学
の先生達が集まり留萌においてコホート研究を
したいとの事から始まりました。旭川医科大学
と札幌医科大学、そして北海道大学医学部の先
生方です。留萌市は平成１７年に健康都市宣言の
まちとして名乗りをあげましたが、これらの留
萌コホートピア構想の趣旨に賛同し、北海道の
支援も受けながら第５次留萌市総合計画の基本
戦略でもある、健康の維持と増進、安心できる
地域医療の充実、地域産業の育成と支援の各施
策と連携を図り、産学官一体となって市民の健
康づくり、健康長寿のまちづくりを目指すとし
ています。コホートピアの基本目標は「健診は
あなたを守り、地域を守り、未来を拓く」を掲
げています。またコホートピア構想の目的は４

ＷＥＥＫＬＹＲＥＰＯＲＴ
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つあり、コホート研究（医学研究）、市立病院の
再生、地域産業の育成と新分野産業の創出、市
民の健康づくりの推進です。コホート研究（医
学研究は、住民の同意を得ながら、健診活動、
留萌発メタボリック健診等を通じて協力いただ
いた検体をベースに、住民の健康状態を長期に
亘り観察、追跡するのがコホート研究です。協
力いただいた情報は留萌市と倫理委員会が安全
かつ適切に収集管理し、医学研究にとって価値
のあるデータベースを作成し、疫病予防・診断
のためのバイオマーカーに価値のある「市民の
知的財産」として保存します。この長期間の医
療記録、情報が保存されたデータは、疫病予防
や早期診断などの個別研究に非常に有用なデー
タであり、留萌で得られたデータが市場価値を
生み出しさらに医療機器メーカーや製薬会社と
の共同研究により、これらの研究利益や契約金
やライセンス料の還元という形で、留萌市民の
健康増進活動に大きな恩恵をもたらします。ま
た、コホート研究に参加することにより、健診
活動を通じて自らの健康状態が把握でき、保健
医療関係者などとのコミュニケーションを通じ
て健康相談や生活習慣病予防への取り組みが進
み、市民の健康の輪が広がります。市立病院の
再生では、コホートピア構想を進めることによ
り、市民の手で医学研究を誘致し、医師や看護
師にとって魅力的な環境を作りながら医師確保
に繋げ、地域医療の再生を図っていきます。次
に、地域産業の育成と新分野産業の創出として、
コホートピアでは医療を中心としたバイオ産業
の誘致・創出、新規起業支援に向けた人材の確
保と育成、また、地域の新鮮な食材や優れた加

工製品を活用し、機能性を高めブランドアップ
を図っていくなど、新分野産業について間接的、
直接的な活動を通じて地域経済の活性化を目指
していきます。また留萌市が進めるヘルスツー
リズムに、医療の面からアプローチし、医学的
な根拠付けとコホート研究から得られたデータ
解析に基づく機能性食品、健康食品の提供、ア
ンチエイジングツアーの提案など、コホートピ
アのサテライトプロジェクトとして留萌市の観
光施策と連携を図るとしています。４つめの市
民の健康づくりの推進では、留萌市の健診受診
率は全国・全道平均からみてもかなり低く、平
成２０年から始まった特定健診受診率では、まだ
２０％弱でございます。これを２５～３５％と上げて
いき、６５％まで受診率を上げなければなりませ
ん。これは国の国保会計に入る助成金と言いま
すか、交付金が６５％に達しなければ減額され、
それを超えれば増額されますので、国保会計に
してみれば大きな事になります。また、国保医
療費の４割近くが生活習慣病が原因となってい
る現状からも昨年度から行なっている特定検診
の受診率を向上させる事に重点を置き、医師、
看護師、保健師等による健康講座や健康相談の
開催を進めていきます。
この活動拠点として、るもい健康の駅（仮称）
があります。これは北海道の持ち物でした萌明
荘を活用するもので、そこでこの健康講座や健
康相談、健康を通じた交流、コミュニケーショ
ンなどの機会を提供するものです。勿論医学的
健康チェックなどの機器もあり、健康に対する
意識を高める場としての利用を考えています。
コホートピア構想の推進体制は産学官で進め
られますが、産とはＮＰＯ法人るもいコホート
ピア、医療健康産業、地場産業と考えており、
学はコホートピア推進機構として道内の３つの
医育大学であり、官は留萌市、留萌支庁、北海
道であります。
留萌市にははーとふるがありますが、このる
もい健康の駅との違いは事業展開が若干変わっ
てくると思います。はーとふるは行政サイドの
法律に基づいた事業展開をしていきますが、健
康の駅では民間が主体となった産学官で事業展
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開を図っていきますので、自由な考えを持った
利用法が考えられると思います。
いつも市民の皆様にコホートピアについて説
明をすると解かりずらいと言われます。どの様
に説明すればと思いますが、ＮＰＯ法人はまだ
出来ていません。現在準備中でございまして、
留萌支庁の方にＮＰＯ法人の認証の申請を行
なっている所でございます。多分５月位にはＮ
ＰＯ法人の設立が出来るかなと思います。この
ＮＰＯ法人が事業をしていく主体になります。
もう一つありますのがコホートピア推進機構と
いうものがあります。実はこれがコホートピア
を行なう事を決めた所でございます。参加メン
バーは、３つの医育大学（北大医学部、札幌医
大、旭川医大）と留萌支庁長、留萌市長、留萌副
市長、留萌保健福祉部長（保健所長）、留萌医師
会と留萌市立病院という形でこのコホートピア
推進機構が構成されています。そしてこの推進
機構は中心となってＮＰＯ法人の設立に協力し
ています。ＮＰＯ法人の現実的な管理はこの推
進機構が行い、どの様にコホートピアを運営し
ていくのかを話し合う場でもあります。そして
実践をしていくのがＮＰＯ法人となり、今後民
間も交えて設立されます。留萌市の中にも４月
よりコホートピア推進室が作られまして、これ
がＮＰＯ法人とどう連携していくのか、新しい
発想で国、企業等への事業提案や各関係機関と
のコーディネートを受け持ちます。
以上雑駁で申し訳ございませんが、この辺で
終らせていただきます。ありがとうございまし
た。

＝ご挨拶＝

大西ガバナー補佐
今回訪問させてい
ただきましたのは、
深川で開催しますＩ
Ｍと深川クラブの５０
周年記念式典のお願
いで参りました。ま
た、矢橋ガバナーより１０月２４日～２５日に開催し
た地区大会での懇親会がすこぶる不評をかった
事に対し、各クラブに行って謝って下さいとの
事でしたので、訪問させて頂きました。会場が
暗い等の不満があったようで、ガバナーに代わ
り深くお詫びいたします。
また、次年度の地区大会での表彰関係ですが、
各クラブ挙って応募して欲しいとの事でした。
ガバナーが地区目標としている会員増強ですが、
各クラブ純増１名しようと言っております。ガ
バナー補佐も会員増強委員会の委員ですので、
何とか１名でも多くの会員を増やそうと思って
いますので、留萌クラブさんも会員増強をお願
いします。
ガバナー補佐として留萌クラブを訪問し、会
報等を拝見致しますと、留萌クラブは大変良く
活動をされていると思います。第１グループの
模範となるクラブだと思います。この後クラブ
会長とＩＭ・５０周年の幹事の話があると思いま
すので、宜しくお願いします。

渋谷深川ＲＣ会長
ガバナー補佐の公
式訪問に同行して参
りました。留萌クラ
ブに来るのを楽しみ
にしておりました。
私が入会して３年
ほどした時、当クラブの富山先生がガバナーと
して大変ご活躍されましたが、これをホストと
して支えた留萌クラブの皆さんの奉仕の水準の
高さ、またアクティブな活動は、やはり第１グ
ループを率先して引っ張っていくクラブだと思
います。今から１０年～１１年前の深川ＲＣ４０周年
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の前の年、平井誠治会員がガバナー補佐の年に
今回のようにＧＳＥの取り組みをし、クラブ活
動の質の高さに大変敬意を表するところでした。
大変驚いたものでした。
昨年の今ごろ、会長研修会で留萌の斎藤会長
と初めてお会いし、その後地区協議会、会員増
強セミナー、滝川ＲＣの５０周年の式典でもお会
いする度にその笑顔とそのバイタリティーが、
これこそ留萌ＲＣの現在の理想のリーダーの像
なのだなと思いました。月に１度留萌クラブよ
り送られてくる会報を拝読させて戴いておりま
すが、先程の３分間情報の水準の高さ、各奉仕
部門の活動が非常に豊富で、例会プログラムも
水準の高いものと思います。深川クラブもこれ
に見習い今後共ご指導をお願いします。留萌ク
ラブも二ノ宮副会長さんが会長になられる時に
５０周年を迎えられるそうで、我々のクラブも今
年度５０周年を迎えます。ささやかではあります
が、５月１７日に深川ＲＣ創立５０周年記念式典を
開催させて戴きます。
今年度のＲＩ会長李東建会長は今年度のテー
マを「夢をかたちに」としましたが、深川ＲＣ
の夢は「この５０周年を迎え、先人の足跡を尊び
そして、次世代に繋げる」という意気込みで会
員全員で準備に取り掛かっている処でございま
す。ロータリーの活動は私たちの経験から学ぶ
ものではなく、あくまでその歴史から学ぶもの
であると、私は入会以来先輩から教育されてお
ります。どうか皆さんで夢をかたちにして戴き
たいと思います。
ＩＭ・５０周年は会員減少や予算の面からもな
かなか盛大には出来ないかもしれませんが、精
一杯の思いやりとおもてなしをしたいと思いま
すので、皆様のご理解をおねがいします。是非
皆さんでＩＭ・５０周年が行なわれる５月１７日に
お越し頂ける事を願っております。

中ＩＭ・５０周年実行委員会幹事
今年度のＩＭは、深川ＲＣ創立５０周年と合体
で平成２１年５月１７日（日）に深川にて開催いたし
ます。ＩＭテーマは「クラブ活力の再生・手に
手四つのテストで連携を」とし、現状のロータ

リーで抱えている問
題等を情報交換をし
ながら勉強したいと
考えています。タイ
ムスケジュールでは、
１２時登録開始、１２時
３０分点鐘で、セレモニーの後の記念講演を丸山
パストガバナーにお願いしており、これは約５０
分の予定です。その後、当クラブの渋谷会長に
司会をお願いし、クラブ会長さんによるデス
カッション・タイムとして１時間取っておりま
す。その後矢橋ガバナーの総評をいただきＩＭ
は終了します。昼が早いので簡単な昼食を用意
しております。その間に会長幹事会も開催され
ます。
ＩＭ終了後、５０周年記念式典を開催、その後
ＩＭ・５０周年記念懇親会を開催、総て終了する
のが午後６時の予定です。今回は少し変わって
いて、ＩＭと５０周年記念式典との合体ですので、
少しでも多くの登録をお待ちしております。後
ほど案内状をお届け致しますので宜しくお願い
します。

第３２回 ３月４日（水） 天候/曇


